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合　　　　　　計 155,307

今後の方向性 本年度事業を継続し、地元企業と連携して地域一体で民俗芸能を継承する機運を高める。

事

業

実

績

･

成

果

事 業 実 績 事 業 の 成 果 評 価

①パートナー企業ボランティア活動用「ビブス」を作

成し、民俗芸能行事のボランティア活動で使用

（H30.10.21大鹿歌舞伎秋の定期公演、H30.10.13下

清内路諏訪神社奉納煙火、H30.12.10遠山霜月祭

（上町正八幡宮））

②パートナー企業制度協定締結・登録証交付式を

２回開催（H30.11.20、H31.2.22）

①「ビブス」の使用

　H30.10.21（4社21名）、H30.10.13（2社2

名）、H30.12.10（1社1名）

②パートナー企業制度協定締結・登録

証交付式の開催

　H30.11.20（10社）、H31.2.22（20社）

⇒①、②ともホームぺージやプレスリ

リースで紹介し、地元紙にも掲載され

た。

ボランティア活動用ビブスの

作成

同左 34,560

パートナー企業制度協定締

結・登録証交付式の開催

式典用消耗品の購入等 120,747

成果目標

（成果指標）

南信州民俗芸能パートナー企業制度の認知度の向上

事

業

費

等

事業を構成する細事業名等 実施内容 計画（実績）額

事

業

の

概

要

等

目 的

（目指す姿）

地域全体で民俗芸能を支援する体制整備と機運醸成を図り、将来的には南信州地域が民俗芸

能の全国的な拠点になることを目指す。

現 状 と

課 題

【現状】

◯平成28年４月、民俗芸能の保存・継承に協力し支援を行う企業を県が登録して周知す

　る「南信州民俗芸能パートナー企業」制度を創設

◯平成30年８月９日現在で42企業・団体が登録。

◯パートナー企業からは、従業員が民俗芸能に参加する際の休暇の配慮や、民俗芸能へ

　の理解促進などの協力をいただいている。

【課題】

◯制度や登録企業の支援についての情報発信が不足しており、地域住民等に認知されて

　いない。

◯パートナー企業から一層の支援をいただくためにも、制度の更なる周知が必要。

内 容

( 変 更 後

の 内 容 )

①パートナー企業ボランティア活動用「ビブス」の作成

　パートナー企業には、民俗芸能行事において、駐車場の誘導や会場整備等のボラン

ティア活動を行ってもらっているが、その際に着用する「ビブス（所属企業名を表示で

きるクリアポケット付き）」を作成する。

　ボランティアスタッフが企業名を入れたビブスを着用して活動を行うことで、南信州

民俗芸能パートナー企業制度と支援企業の周知を図る。

　◯ビブス　＠3,200（税抜）×10枚

②パートナー企業制度協定締結・登録証交付式の開催

　制度や企業名を広く周知するため、協定締結・登録証交付式を開催する。

　県から企業に対し「登録証」を交付し、企業名を県ホームページ等により周知する。

事業期間 平成30年9月 平成31年3月

実 施 機 関 南信州地域振興局

担

当

課

企画振興課

事 業 名

「南信州民俗芸能パートナー企業制度」周知事

業

0265-53-0401

minamichi-kikaku@pref.nagano.lg.jp

地域振興推進費事業計画・自己評価書　

提 出 区 分 平成31年3月31日

整 理 番 号 課題区分 南信州地域振興局

期待以上

期待どおり

やや下回る

期待以下


